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大田区自立支援協議会 防災・あんしん部会議事録 

           文責： 西條委員（事務局一部修正） 

(１) 会議の名称 大田区自立支援協議会 第８回 防災・あんしん部会 

(２) 開催日時 令和 6年 2月 7日（水）  13：30 ～ 15：30 

(３) 開催場所 障がい者総合サポートセンター Ａ棟５階 多目的室 

(４) 出席した 

委員、事務局等 
委 員 （部会長：志村 陽子）            ＜敬称略＞ 

山内 京子 宇田尻 浩司 福田 美和 蛭子 明子 一色 ふみ子 

粟田 修平 窪田 千亜紀 近藤 博子 西條 由美子 小池 美津代 

生駒 友一     

事務局： 森合 美穂、秋山 仁志、檜山 咲紀、江川 奈保美、堀内 蘭 

１ 連絡・確認事項 

（１）司会・書記の確認（司会：粟田委員 書記：西條委員） 

（２）出欠者・配布資料の確認 

   欠席者 名川委員、石塚委員、北畠委員、桟敷委員 

 

２ 前回専門部会の振り返り 

  第７回専門部会の議事録、ご意見カードの確認。 

   

  

３ 議題 

（１） 中間報告のまとめ 

志村部会長より、第 7 回運営会議報告。第 2 回の本会に向けて検討を行った。2 年任期の中間

報告ということで、これまでの会議型から、3 つの部会それぞれグループに分かれて座席の配

置を変更し、専門部会の報告をしていく形となった。各専門部会が報告することで、他の部会

が何をやっているのかを共有できると良い。その他、この部会にも関係のある話題として、避

難行動要支援者の計画作成について、行政から相談支援専門員に作成依頼が来ているとの話が

あった。 

（ア）本会の報告方法について 

   パワーポイントを６枚まで使ってよいとされており、前回は４ページを使用し報告した。今

回もスライド４ページを使用し報告とする。 

１ページ：今年度テーマ、２ページ：まちあるき（A・Bグループ）、３ページ：まちあるき 

（C・Dグループ）、４ページ：あんしんカフェの検討、次年度に向けて（あんしんカフェ） 

（イ）グループ報告内容の検討 

  ・事務局が作成した、グループごとのまとめを見ながら、本会で発表したい内容について話し 

合う。話し合いの後、委員より「各グループでまとめたものを事前に見れるのか？」という

質問が出た。→事務局でまとめた後、完成版を事務局より送付予定。 

・本会当日の発表者は A グループ：一色委員、B グループ：福田委員、C グループ：山内委

員、D グループ：志村委員 （各グループ 2 分）、次年度に向けては蛭子委員とする。 

・まちあるきの後、作成した模造紙（ポスター）を本会の会場に掲示できるようにする。 

（２）あんしんカフェの実施に向けて 

  前回の意見交換の内容を踏まえて、テーマと開催方法について２グループに分かれて意見交換

を実施する。 

 （ア）A・Bグループ 

   まちあるきの話から、災害の時の助け合いという話になり、日常の関係づくりをどうすれば   

   よいかという話になった。個人情報の扱いについての話にもなったが、それはテーマが広が

りすぎるため、「孤立を防ぐために心がける、考えること」というテーマはどうかという意

見もあがった。自治会や町会の人にも参加してもらい、どういう生活が心地よいかを話せる

場にする。自己紹介を身近な話から進めていき、そこから身の回りの困りごとを聞き出して

いく。 
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（イ）C・Dグループ 

    大きなテーマとしては「あなたならどうする？」とし、昨年度のテーマを参考にしながら、   

    テーマごとに机を分け、興味があるところに行ってもらう。対象は誰でも OK。サポートセン

ターのイベントとして実施・周知してもらい、委員が所属する各団体の人たちにも参加して

もらえるよう周知していく。日時は休日の午後。午後の時間をすべて使い、その間は出入り

自由にする。場所はサポートセンター5 階多目的室。受付は設け、ニックネームでもよいか

ら名簿に書いてもらい、来場人数は把握できるようにする。話を聞くだけでなく、「教えて

もらう」というスタンスで話を聞くのもよいかもという意見も出た。テーマごとに模造紙を

用意し、考えや感想などを貼ってもらう。「カップラーメンはどうやって作る？」「地震があ

ったらどうする？」などを話し、人との違いを知る。あんしんカフェなので、テーマを「メ

ニュー」と表現し、エプロンやうさぎの耳をつけて、おもてなししたら楽しいかもしれない

という話にもなった。 

  （ウ）事務局より 

    日時に関しては、事務局としては休日は難しい。第一水曜日の午後か、他の平日で空いてい    

    る日になる。会場はサポートセンター5階多目的室。 

（エ）志村部会長より 

    前回は協議会の部会委員のみだったが、今回は所属している団体の人にも参加してもらえる

日時が良いと思う。今後も専門部会の中で検討を重ねる。 

 

４ 委員及び各関係機関からの情報提供 

（１） 情報提供 

  ・「ろう文化のちから」 

日時：3 月 20 日（水・祝）開場 12：30 13：30～16：30（終了予定） 

会場：港区立赤坂区民センターホール 

  ・知的障害のある人の自立生活について考える」 

日時：2 月 23 日（金・祝）13：00～17：00 

開催方法：ZOOM を用いたオンライン開催 

   ・区民公開講座「おひとりさまで老後を生き抜くには」 

    日時：3 月 16 日（土）14：00～16：00 

会場：大田区民ホール・アプリコ小ホール 

 （２）ご意見カード記入 

 

 

次回の日程 

 本会：令和 6年 3月 6日（水）14時～16時 さぽーとぴあ A棟 5階多目的室 

 

 


